
斜里町知床横断道路沿いの植物目録

斎藤 新一郎

美唄市光珠内町東山 北海道立林業試験場

まえがき

道路建設にともなう、直接的な影響 としての森

林の分断、 自然植生の破壊、景観の部分的損傷 な

どは、その後の森林(林 縁部)の 衰退、帰化植物

の侵 入、山地崩壊などのような、間接的な 影 響

(後遺症)を 長期間にわたって もちつづ ける場合

が少なくない。

本調査地の知床横断道路は、建設にあたって、

工法(と くに法面基礎工および植生工)に 工夫が

こらされている。それでも、なお、上記の諸問題

の多 くは未解決のままである。近年、事前のアセ

スメン トはかな り詳 しく実施されるようになって

きたが、事後の推移については未だ十分な継続調

査がなされていない現状 といえる。

筆者は、この横断道路沿いにおける森林植生の

現況を調査 してきて(斎 藤、1984)、芝張 りにとも

なう帰化植物および平地の(別 の場所か らの)自

生植物の導入 ・定着 と、森林の衰退 と、ここにお

ける自生植物の回復(自 然の治癒力)と を注 目し

ている。

斜
里
町

オホーツ ク海

宇

葺 ▲
ム

調査菟 半

隼砂 ▲ 島

▲

▲

図1.調 査地位置図

床

羅臼町

知
▲

根室海峡

〆

本稿では、今後の森林および道路法面植生の推

移を観察するために、この道路沿いの植物 目録 を

つ くり、それらの生態的な特徴についても記 して

みた。これが関係各位の参考になれば幸甚である。

なお、本研究に発表の場を与えられた、斜里町

立知床博物館の藤田孝夫館長に、筆者は深 く篤 く

感謝の意を表する。 また、現地調査にあたって、

斜里町役場の大瀬 昇 自然保護係長(現 、環境保

全係長)、北海道立林業試験場の斎藤 満自然保護

科長お よび鈴木悌司研究員に協力 していただいた

ことに深い謝意を表する。そして、調査補助 をさ

れた佐々木公彦、荒木敏文、小林 朗、太田賢児、

小林久進および松本英貴の諸君にも謝意を表する。

調査地ふ きんの概要

調査地は、知床横断道路(国 道334号)の うち、

岩尾別分岐点か ら知床峠 までの約10kmで ある(図

1お よび2)。

写真1.調 査地の概観(斜 里地区交通安全協会

の車内広告から引用,加 筆)
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図2.知 床 横 断 道 路 の工 事 経 過(網 走 開 発建 設 部 、1983斎 藤 、1984か ら引 用)
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の異なった森林群落が存在する。それ らと道路 と

のおお よその関係は、図3に 示 される。

また、調査地全体の概観は、写真1に 示 される。
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図3.道 路 沿 い の 植 生 の概 略 図(斎 藤 、1984

か ら引 用)

調 査 地 に は 、 低 山帯 の 森 林(プ ロ ッ ト1か ら下

方)、亜 高 山 帯 下 部 の 森 林(プ ロ ッ トIIふ きん)、亜

高 山 帯 上 部 の 森 林(プ ロ ッ トIIIの下 部)お よび 高

山 帯 の そ う林(プ ロ ッ トIIIの上 部)と い う、 林 相

調 査 結 果

現 地 調 一査を、1981年9月 上 ～ 中 旬 、1982年7月

一上 ～ 中旬 、9月 上 ～ 中 旬 、 お よび1983年9月 上 旬

に各1週 間 行 い、 さ らに 、1984年9月 中 ～ 下 旬 に

補 完 調 査 を行 っ た。

知 床 横 断 道 路(斜 果 町 側)沿 い に観 察 され た 植

物 は、 次 の よ う で あ る。

〔凡 例 〕

1)分 類 お よび 記 載 に つ い て は、 主 と して 、

大 井 ・北 川(1983)に 従 っ た。

2)木 本 と草 本 と を分 け て 記 した。

3)和 名 の次 の 記 載 は 、 生 活 形 、 た ね 散 布 、

垂 直 分 布 の 順 で あ る。

生 活 形 木 本 常:常 緑 性

落:落 葉 性(夏 緑 性)

高:高 木 、 高 さ10m以 上

小 高:小 高 木 、5～10m

低:低 木 、5m以 下

小 低:小 低 木 、 地.ヒ を は

う もの
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つ:つ る性木本、樹木に

からみつき、高 くよ

じ登 るもの

草本 …:一 年生草

二:二 年生草(越 年草)

多:多 年生草

小:小 型草本

中:中 型草本

大:大 型草本(高 茎草本)

つ:つ る性草本

たね散布 風:風 による散布

動:動 物による散布ω

これ以外の、重力、 自力、水

流などでは、距離、方向

などに説明 しがたい点が

ある。

垂直分布 低:低 山帯(落 葉広葉樹林帯

～針広混交林帯下部、温

帯～冷温帯)

亜高:亜 高山帯(針 広混交林

帯上部～ダケカンバ帯、

冷温帯～亜寒帯)

高:高 山帯(ハ イマッ帯、亜寒帯

～寒帯)

帰化植物(*印)主 として、明治時代以降

に入ってきたものとした。

非現地植物(**印)本 来は現地に自生 し

ていなかった もの。これ らは

海岸、低湿地、牧草地などに

生育 していた もので、道路法

面の緑化のために導入(な い

し随伴)さ れた。これらには

北海道 に自生の もの、本州か

らの もの、古い帰化植物(史

前および明治 より前の渡来者)

なども含まれ る。

(植)植 栽木

1)こ れ に は、 被 食 型(消 化管 通 過 型)、 貯 食 型(隠

匿 貯 蔵 型)、 付 着 型 な どが あ る。

植 物 リ ス ト

Woodyplants

Spermatophyta

Gyrnnospermophytina

Coniferopsida

Pinaceae

、4伽ssα6勿 〃彫 嘘3MASTERS

翫 ω ブ6zo6競sCARR.

Pg勧 競MAsTERs(Planted)

乙α7旗 α々6〃2加 〃CARR.(Planted)*

P沈 πs!)π 辮 παREGEL

Taxopsida

Taxaceae

7とzκz4sα4ε1)ガ(勉 如SIEB,etZucc.

Angiospermophytina

Dicotyledoneae

Choripetalae

Salicaceae

木 本

種子植物門

裸子植物亜門

球果植物綱

マツ科

トドマツ(ト ドモ ミ)

エゾマツ(エ ゾ トウヒ)

ア カ エ ゾマ ツ(ア カ エ ゾ トウ ヒ、 植)

カ ラ マ ツ(植)*

ハ イ マ ツ(ハ イ ゴ ヨ ウ、 ダケ ゴ ヨ ウ)

高 ～ 高C一 部 、 植)

イ チ イ綱

イ チ イ科

イチイ(オ ンコ)

被子植物亜門

双子葉植物綱

離弁花亜綱

ヤナギ科

常 ・高 ・風/動 ・低 ～亜 高

常 ・高 ・風 ・低 ～亜 高

常 ・高 ・風

落 ・高 ・風

常 ・低 ・動 ・亜

常 ・高 ・動 ・低 ～:亜 高
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R卯 ♂〃33励o∠ 磁MIQUEL

7%)ガsπsπ勿7∂α痂 α襯KIMURA

Sα∠跳 ぬ厩!αη〃var.α η9πs妙 ～フ∠劾KIMURA

S.カ6'一 επs勿KIMURA

S.∫ βo乃β〃1η6/z52sFR.SCHM.

Betulaceae

β α"0167"2α η"CHAM.

β./)♂oな ρ勿 〃αvar.ブ π1)o痂60HARA

/1"2z45〃2π κゴ〃20祝 クゴ62ガCALLIER

/1.加7s厩 αTURcz.

Fagaceae

Qz46κ π5〃20ηgo〃oαvar.970ε ε6567η 如REHD.

etWILS.

Ulmaceae

α ηzπs(/α 欲 万απovar.ノ α1)o痂60NAKAI

σ.∠26纏 磁MAYR

Moraceae

ル ク∂γπ∫ ∂o〃2ろツ6ゑ∫KOIDZ.

Magnoliaceae

Mo8ηo〃 αoろoz/o如THuNBERG

ルZんoZ)z4∫var.ろoz6α"sSARG.

Saxifragaceae

S61z鎗 ψ1z7とzgフ りηα ぬ夕olηzπ960ゴoセsSIEB.etZucc.

的ol襯 η962!)6〃o♂2万 εSIEB.etZucc.

H2)oη ガα4∠〃!ごzSIEBOLD

Rosaceae

Sカ ガz召αzろ6!〃 〃わ〃αPALL.

S.sα 〃6勿 〃πLINN.

Soγ わo磁 ε07勿 わ〃αvar.∫!6〃 力磁MAXIM.

ヤ マ ナ ラ シ 落 ・高 ・風 ・低

オ オ バ ヤ ナ ギ 落 ・高 ・風 ・低

エ ゾ ノバ ッコ ヤ ナ ギ(エ ゾ ノヤ マ ネ コヤ ナ ギ)

落 ・高 ・風 ・低 ～亜 高

エ ゾ ノ キ ヌヤ ナ ギ 落 ・高 ・風 ・低 ～1亜高

ナ ガ バ ヤ ナ 『ギ(オ ノエ ヤ ナ ギ)落 ・高 ・風 ・低

カ バ ノ キ科

ダ ケ カ ンバ 落 ・高 ・風 ・低 ～ 亜 高

シ ラ カ ンバ 落 ・高 ・風 ・低

ミヤ マ ハ ン ノ キ 落 ・小 高 ・風 ・亜 高 ～高

ケヤ マ ハ ン ノ キ .落 ・高 ・風 ・低

ブ ナ科

ミズナ ラ 層 落 ・高 ・動 ・低 ～.亜高 ← 一部 、植)

ニ レ科

ハ ル ニ レ(ア カ ダモ)落 ・高 ・風 ・低

オ ヒ ョウ 落 ・高 ・風 ・低

クワ科

ヤ マ グ ワ 落 ・小 高 ・動 ・低

モ ク レ ン科

ホ オ ノキ 落 ・高 ・動 ・低

キ タ コブ シ 落 ・高 ・動 ・低

ユ キ ノ シ タ科

イ ワ ガ ラ ミ 落 ・つ ・風 ・低 ～ 亜 高

ッル ア ジサ イ(ゴ トウ ヅ ル)落 ・つ ・風 ・低 ～一亜高

ノ リウ ッ ギ(サ ビ タ〉 落 ・低 ・風 ・低 ～ 亜 高

バ ラ科

Rz4伽s認 π幽svar.αoπ ∠6認ゑ∬ ゴ沈 πsREGELstTILING

R.耀s㎎ α6πsFOCKE

1～.帥06耽o♂03伽5MAXIM.

P7z備5吻 ρo耽 βvar.ん 競 伽sガ3WILSON

P.sα ㎎6ア2痂REHDER

Pηzα κ2zηoωたz〃RUPR.

P.εsガo万FR.SCHM.

R)z〃 ・〃zゑ6z6αoガ〃osごzDECNE.

So7ろ πs〃2読sπ 〃z〃槻 襯KOEHNE

S.oo〃z多 痂 κ彪HEDL.

S.ε α〃zろπo勿 〃ごzROEM.

Leguminosae

L6sノ)6ゴ6紹 ∂ガ60Jo7TURczl

Mα α6ん彪 α〃2πz侃sJsvar.ろ π砺96〃C.K.SCHN.

マ ル バ シモ ツ ケ

ホザ キ シモ ツ ケ

ホザ キ ナ ナ カマ ド

エ ゾ イ チ ゴ

ク ロ イ チ ゴ

エ ビ ガ ラ イチ ゴ

チ シマ ザ ク ラ

エ ゾヤ マ ザ ク ラ

ミヤ マ ザ ク ラ

シ ウ リザ ク ラ

ワ タゲ カマ ツ カ (ウ シ コ ロ シ)

ウ ラ ジ ロ ナ ナ カマ ド

ナ ナ カマ ド

タカ ネナ ナ カ マ ド

マ メ科

工 ゾヤ マ ハ ギ

イ ヌエ ン ジュ

低

低

・

う
コ

あ
ユ

　

ハフ

ム
コ

ゐ
コ

へ
ほ

ユロ旧

⊥口師

」口頂

」口頂

」口頂

.

副
訓

」口師

～

亜

亜

亜

亜

高

動

・

～

高

高

～

～

～

～

亜

・

低

高

～

亜

低

低

低

低

低

・

低

高

低

・

亜

低

高

・

・

・

…

動

…

落

…

風

風

風

動

動

動

・
動

落

動

動

動

動

・

・

・

…

古
同

・

・

ー

…

低

低

低

低

低

低

小

高

ー

高

シ

低

高

低

・

・

・

・

・

…

ラ

・

ロ

…

落

落

落

落

落

落

落

落

ク

落

コ

落

落

落

落 ・低 ・風/動

落 ・高 ・風/動

低

低●
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Rutaceae

Plz6〃ooセ ァz4名oアzα 〃zz4名のzs6RUPR.

S1診勿 〃z勿 ブα!)αηガ6αTHUNB.

Anacardiaceae

1ぞ乃πsα 〃2ろゴ9παLAVALEE

R.〃 ガo勿o碗)oMIQ.

Aquifoliaceae

πα5勿96名o肋MAXIM.

Zoz6η 認oTHUNB.

Z(二subsp.η 漉o〃 ηsTATEW.

Z吻goεoFR.SCHM.

Celastraceae

α ∠αs〃 πε07ろ26π ∠認 πsTHUNB.

Eπo御 〃2πs〃20π η)〃sKOIDZ.

E.!)∠ αηゆ6sKOEHNE

Aceraceae

/1667ブ α1)o痂oπ 〃2THUNB.

.4.加 伽 認 π初var.枷 繍 辮 π耀MAKINO

、4667枷 ηoMAXIM.

ノ1.〃2.var.初 の ノ7〃KOIDZ.

、4.π 肋7観 磁 例s6TRAuTv.etMEY.

.4.'εo勿 ηos肋MAXIM.

Vitaceae

γ魏s60Jgη6あ α6PULLIAT

Tiliaceae

:7'「」"6z〃zごzκガ〃20ωJoz勿 アzαSHIRASAWA

7「.ブα/)o痂6αSIMONKAI

Actinidiaceae

、46加 魏 α 々o∠o纏 伽MAXIM.

/1.α ㎎ 痂αPLANCH.

Araliaceae

/4η 戯z6♂ 認 とzSEEMANN

κα♂ψ α襯 κ1)ガ6!π∫NAKAI

Cornaceae

Co柳 πs60窺zoo6zsαHEMSLEY

Sympetalae

Ericaceae

娩 アz翅6s狛1)6η 如縦!名4MAXIM.

L6π60伽69名 卿 襯var.oろ ∠oη9加 〃αOHwI

梅66〃zガz4〃20方 ゴ5一∫olα6αLINN.

レモカπz65劾 η5LAMB.

レζo襯 ∠加 ∠ガz4〃2J.E.SMITH

ミカ ン科

キハ ダ(シ コ ロ)

ッル シ キ ミ

ツ タ ウ ル シ

ヤ マ ウ ル シ

モ チ ノキ科

ア カ ミ ノ イ ヌ ッ ゲ

イ ヌ ツ ゲ

ハ イ イ ヌ ツゲ

ツル ツ ゲ

ニ シ キ ギ科

ツル ウ メモ ドキ

ク ロ ツ リバ ナ

オ オ ツ リバ ナ

カ エ デ 科

落 ・高 ・動 ・低 ～亜 高

常 ・小 低 ・動 ・低 ～亜 高

落 ・つ ・動 ・低 ～ 亜 高

落 ・低 ・動 ・低

高～

高

低

亜

低

低

・

か

か

か

働

唾

嘆

哺

低

低

低

低

小

●

●

●

●

常

常

常

常

(ム ラサ キ ツ リバ ナ)

落 ・つ ・動 ・低

落 ・低 ・動 ・亜 高

落 ・低 ・動 ・低 ～亜 高

ハ ウ チ ワ カエ デ(メ イ ゲ ツ カ エ デ)落 ・高 ・風/動 ・

低 ～亜 高

ヤ マ モ ミジ 落 ・高 ・風/動 ・低

イ タヤ カエ デ(エ ゾ イ タ ヤ)落 ・高 ・風/動 ・低

ベ ニ イ タヤ(ア カ イ タ ヤ)落 ・高 ・風/動 ・低

オ ガ ラバ ナ(ホ ザ キ カエ デ)落 ・小 高 ・風/動 ・亜 高

～ 高

ミネ カ エ デ 落 ・低 ・風/動 ・亜 高 ～高

ブ ドウ科

ヤ マ ブ ドウ 落 ・つ ・動 ・低

シ ナ ノ キ科

オ オ バ ボ ダ イ ジ ュ(ア オ ジナ)落 ・高 ・風/動 ・低

シナ ノキ(ア カ ジナ)落 ・高 ・風/動 ・低

マ タ タ ビ科

ミヤ マ マ タ タ ビ 落 ・つ ・動 ・低 ～亜 高

サ ル ナ シ(コ ク ワ 、 シ ラ ク チ ヅ ル)落 ・つ ・動 ・低

ウ コギ科

タ ラ ノキ

ハ リギ リ(セ ン ノ キ)

ミズ キ科

ミズ キ

合 弁 花 亜 綱

ツ ツ ジ科

コ ヨ ウ ラ ク ツ ツ ジ

ハ ナ ヒ リノ キ

コケ モ モ(フ レ ップ)

イ ワ ツ ツ ジ

ク ロ ウ ス ゴ

一25一

落 ・低 ・動 ・低

落 ・高 ・動 ・低

落 ・高 ・動 ・低

高

高

～

～

高

高

高

高

高

亜

亜

亜
亜

…

●

・

力

力

力

ま
ま

　
　

ま
ま

風

風

…

・

・
低

低

低

低

低

小

小

小

●

●

●

●

●

落

落

常

落

落



矢口∬末 †專牛勿食官研:ツビ幸艮一告 ・第7集 ・1985

γs初o♂ 〃A.GRAY

OIeaceae

Fηzκ 勿 πs〃zoη4s乃 π7ガ6αvar.ブ 傷クoη26αMAXIM.

E∠ αアzπ9加osαKOIDZ.

Caprifoliaceae

Sα 〃zろπα4s516∂o∠(/ガoηovar.〃zZ(μ 〔2〃ゴHARA

1/Z{うz47π π〃2ノ 物zαz!勿 〃zBLUME

γ ω719勧1MIQ.

乙 〃21ηαω ろoz醐 〃8LINN.

脆194召 〃zゴ6/(ノ(ηz40η勇物%ごzK.KocH

Monocotyledoneae

Gramineae

Sosα5(9η ご〃z〔ηzε25REHD.

S.ん 競 娩sJsMAKINoetSHIBATA

S.η 勿o航oMAKINo(Planted)

オ オ バ ス ノ キ 落 ・小低 ・動 ・低 ～ 高

モ クセ イ科

ヤ チ ダモ 落 ・高 ・風/動 ・低

ア オ ダモ(コ バ ノ トネ リコ)落 ・高 ・風/動 ・低

ス イ カ ズ ラ不斗

エ ゾ ニ ワ トゴ 落 ・低 ・動 ・低

オ オ カ メ ノキ(ム シ カ リ)落 ・低 ・動 ・低 ～ 亜 高

ミヤ マ ガ マ ズ ミ 落 ・低 ・動 ・低

リン ネ ソウ 常 ・小 低 ・動 ・亜 冒高 ～ 高

ウ コ ンウ ツ ギ 落 ・低 ・風 ・亜 高 ～高

単 子 葉 植 物 綱

イ ネ科

クマ イザ サ 常 ・低 ・動 ・低 ～亜 高

チ シマ ザ サ(ネ ガマ リ ダケ)常 ・低 ・動 ・低 ～ 高

ミヤ コザ サ(植)常 ・低 ・動 ・低 ～、亜高

Herbsandgrasses草 本

Spermatophyta'種 一了植 物 門

Angiospermophytina被 子 植 物 亜 門

Dicotyledoneae双 一.f葉植 物 綱

Choripetalae寓 佳≠や引と亜 糸岡

Urticaceaeイ ラ ク サ 科

乙ケ"oα カ∠αなρ勿"αWEDD.エ ゾ イ ラ クサ

Polygonaceaeタ デ 科

Rπ 規6κ αo♂o∫〃 αLINN.*ヒ メ ス イ バ*

R.oろ'鷹 ⑳ 〃鷹LINN.**エ ゾ ノ ギ シ ギ シ**

∫わ∠♪go襯 〃2∠oη4s6!π 〃2DEBRUYN**イ ヌ タ デ**

.P.36磁7躍 ηMOENCH**サ ナ エ タ デ**

・P.∠砂 α漉 勿 〃π辮LINN**オ オ イ ヌ タ デ**

P.ε α6加 〃η6π56FR.SCHM.オ オ イ タ ド リ

P.z毛,6γ〃6伽2FR.SCHM.ウ ラ ジ ロ タ デ

P.劾 πηろ醐9〃SIEB.etZucc.ミ ゾ ソ バ(ウ シ ノ ヒ タ イ)

Chenopodiaceaeア カ ザ 科

C々6η ρρo漉 π初 α∠ろz4祝LINN.**シ ロ ザ**

C.召.var.66雇zo7'zめ 瑠 燗MAKINo**ア カ ザ**

Cε 〔ηη!〃～〃〃zLINN.*コ ア カ ザ*

Amaranthaceaeヒ ユ 科

/Lアηα7とZlη劾 πsカ α!π∠πsBERTOLONI**ヒ ユ**

Caryophyllaceaeナ デ シ コ 科

ルZo餉7加91αZα!67堀oz召FENZI、 オ オ ヤ マ フ ス マ

C6zos磁 鯛 加 ∠os!60246∫var.加 〃αZs侃6η ∫ρMlzusHIMA**ミ ミナ グ サ**

S'6〃 α磁sp.**ハ コ ベ 属 の1種**

S勿 碧 〃2α7θ6ηsおvar.sπ'1襯KOCH*オ オ ッ メ ク サ*

ル観 侃 訪 遡 初sp。**フ シ グ ロ属 の1種**

多 ・大 ・風./動 ・低

高亜～

高

高

低

低

亜

亜

低

・

・

～

～

古
同

・

動

風

低

低

低

低

亜

動

/

/

ノ

ノ

　

　

　

　

　

　

風

動

動

動

動

風

風

中

●

●

●

●

●

●

●

●

小

中

中

中

中

大

中

一

●

●

O

●

■

●

●

多

多

一

一

一

多

多

ー

筒引

低

低

低

●

●

●

風

風

風

●

●

●

中

中

中

●

●

●

6

△

△

」

一

一

一 ・中 ・風 ・低

高

高

亜

亜

～

～

低

低

低

●

●

●

動

動

低

低

動

/

//

・

・
/

風

風

風

動

風

●

●

●

●

●

小

小

小

中

中

●

■

●

●

●

多

二

二

、

多
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Sガ∠6彫 α♂ろ召E.H.L.KRAUSE*

Ranunculaceae

C傭6吻9αsガ 柳 ∠6κWORMSK.

ム～αηzκπ♂πs6zα η・LINN.

/1η6〃zoη646ろ ゴ〃sFISCHER

7物 α〃o〃π〃zα(μ ゴ∠昭4∂ ∠伽 〃zLINN.

7.癬 ηπ5var.ぬ ψo伽oπ 初MIQ.

/100η 〃π〃2ツ6∫o観s6NAKAI

/16!α6α ごzε毎〃6αHARA

Cψ 〃ε 〃⑳ 〃αSALISB.

Cruciferae

C6z70物 〃22η6sα4孟ごz孟召THUNB.

1ぞo〃≠ψα ゑs∠αη4ゴoαBORAS**

Cψs〃 α ろ媚o加s'07ゑsMEDIc.**

Saxifragaceae

/ls!ゴ♂ろ6漉 πηろ6㎎ 〃var.oα η96s如H.BOIss.

Rosaceae

F槻go7勿 〃ηπ〃26z6MAKINO

/4フ!%ηα4solゴoガα4svar.々o〃2お61zα 〃α4sHARA

R)競 〃 ∠α 加g漉o魏svar.zη ごηb7MAXIM.

Ps渉o∠o多z舵 πzLEHM.

P〃 のノη忽 ηαBORNM.

G6%〃2π ∠の 吻6π 〃2JACQ

F〃 カ6η(ノz4∠α α々〃zお6ぬα〃6αMAXIM.

S朋9π 」∫07ろα 競z4加 ∠勿var.α ∠ろαTRAuTv.etMEY.

・497競o伽 μ ∠osoLEDEB.

Leguminosae

71肋7〃2ψsゴs♂zψ 勿oガ46sLINK.**

γ16如6πzooαLINN.

γ 襯 加goA.BR.

7「7加 〃π〃2」クηz'6η∫6LINN.*

7「.7ψ6ηsLINN.*

Geraniaceae

G6ηz/z勿4辮(97勿 η〃zπ〃zDC.

Oxalidaceae

O瓶 〃80640s6〃 αLINN.

Guttiferae

称 力(3万o勿〃z6紹o脇 〃2THUNB.

Violaceae

レ7b♂α 〃2πη45乃 πフ/ゴαzBECKER

γ9η ρ066襯sA.GRAY

γ ろ解oηzLINN.

ヒロ ハ ノマ ン テ マ*

キ ン ポ ウゲ 科

サ ラ シナ シ ョウマ

ミヤ マ キ ン ポ ウ ゲ

ヒメ イ チ ゲ

カ ラ マ ツ ソ ウ

ア キ カ ラマ ツ

エ ゾ ノ ト リカ ブ ト

ル イ ヨウ シ ョウマ

ミッバ オ ウ レ ン

ア ブ ラ ナ科

多/二 ・中 ・風/動 ・低

古
同

古
回

古
同

古
同

古
同

亜

亜

亜

亜

～

～

～

古
同

～

～

古
同

低

低

亜

低

低

低

低

亜

　

　

　

　

　

　

　

　

動

動

動

動

動

風

動

動

　

　

　

　

　

　

　

　

大

中

小

中

大

中

中

小

●

●

●

●

●

●

●

●

多

多

多

多

多

多

多

多

ヤ マ タ ネ ツ ケ バ ナ(オ オ バ タ ネ ツケ バ ナ)

ス カ シ タ ゴ ボ ウ**

ナ ズナ**

ユ キ ノ シ タ科

ト リア シ シ ョウ マ

バ ラ科

ノ ウ ゴ ウ イ チ ゴ

ヤ マ ブ キ シ ョウ マ

キ ジム シ ロ

ツ ル キ ジム シ ロ

ミッ バ ツ チ グ リ

オ オ ダ イ コ ン ソ ウ

オ ニ シモ ツ ケ

砥楓仲多

低

　

　

ナ

風

低

バ

・

・

ケ

中

風

ソ

　

　

痢

一

小

タ

/

・

バ

ニ

ニ

多 ・中 ・風 ・低 ～亜 高

ナ ガ ボ ノ シ ロ ワ レモ コ ウ

キ ン ミズ ヒ キ

マ メ科

セ ンダ ィハ ギ**多 ・中 ・動 ・低

クサ フ ジ 多 ・つ ・動 ・低 ～亜 高

ナ ン テ ンハ ギ(フ タバ ハ ギ)多 ・中 ・動 ・低

ア カ ツ メ クサ(ム ラ サ キ ツ メ ク サ 、 レ ッ ドク ロー バ ー)*

多 ・小 ・風/動 ・低 ～亜 高

シ ロ ツ メ クサ(ホ ワ イ トク ロ ーバ ー)*多 ・小 ・風/動

・低 ～亜 高

フ ウ ロ ソウ 科

チ シマ フ ウ ロ

カ タバ ミ科

コ ミヤ マ カ タバ ミ

オ トギ リ ソウ科

オ トギ リソ ウ

ス ミ レ科

ス ミレ

タ チ ツ ボ ス ミ レ

キ バ ナ ノ コマ ノ ツ メ

高

高

亜

亜

高

高

～

高

～

亜

亜

低

亜

低

～

～

・

～

・

低

低

低

低

動

低

低

風

低

・

…

/

・

…

動

風

風

風

風

動

風

大

動

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

中

小

小

小

中

大

多

中

●

●

●

●

●

●

●

●

多

多

多

多

多

多

多

ウ

多

多 ・中 ・風 ・低 ～亜 高

多 ・小 ・動 ・亜 高 ～高

多 ・中 ・風 ・低 ～亜 高

高

高

亜

亜
～

鳶
高

低

低

亜

　

　

　

風

風

風

●

●

●

、

、

、

「
凋
」

「
」
」

ー
J

ノ

/

ノ

●

●

●

多

多

多

27



Onagraceae

Eψ π0ろ 伽 〃Z5ψ 。

E.α η9πs'灰)〃 π〃zLINN.

E.〃2α η彪 ηπ〃2LINN.

0のzo〃z6ηzろ26クzη ゑεLINN.*

Araliaceae

/1η 磁oo名 磁 彪THUNB.

Umbelliferae

κy47000砂 ∠6s2ろ 漉oη)ガoゴ66∫LAM.

037ηo吻 忽 説s孟 伽MAKINoetYABE

.肋96〃oπ 撚 勿 αMAXIM.

ノ4.α ηo〃2α∠oLALLEM.

Cornaceae

Co7ηz6s6卯zα467zsJεLINN.

Sympetalae

Pyrolaceae

C加 〃zα力雇 ♂ごzπ〃2∂6〃o`αW.BARTON

Pyπ)Zα3(36π η4αLINN.

Primulaceae

:7「万αη'召∠ゑε α4zρρααzLINN.

乙=ys勿206ぬ 勿oz4忽 召万svar.4乙zz/z4万oπR.KUNTH

Gentianaceae

1112∠6ηゴ6zoo7'πガα4Zα'{2:CORNAZ

T吻 齢o喫 ηηπ鯛 ブψo痂6媚MAXIM.

Gaη'伽1η α 〃解07召PALL.

Labiatae

SO娩 〃α磁 ρ6伽6癬svar.πS∫ 纏6競 ε

HAND.一MAzz.

PZ60'紹 π漉 πsガ解8κz4sVAHL

E∠ε勿 ∠如 α02∠ 勿彪HYLANDER

S'o吻s勿 翻oαvar.ゴ η'㈲ 　6伽OHWI

α ゴ卿o伽 〃zg鷹 ゴ∠6var.sα6勿 伽6ηs60HWI

Solanaceae

SO伽 襯 ブ砂0麗 ηε6NAKAI

PIantaginaceae

」PZ召窺 召goos勿 〃6αLINN.**

P勿 肋sα%η εゑsKOIDz.*

Rubiaceae

Gごz"z4〃2ん ごz〃2孟∫61zα!たz4〃2STELLER

G.彬7π 〃2var.αsJα'ガoπ 〃2NAKAI

/151ク〔ヲ7〃6z(雇∂η 孟ごzLINN.

Valerianaceae

Rz〃 〃zガごzsαめゴos6z(プ∂〃αFISCH.

知 床 博 物館 研 究 報 告 ・第7集 ・1985

ア カ バ ナ 科

ア カバ ナ 属 の1種 多 ・小 ・風 ・低 ～亜 高

ヤ ナ ギ ラ ン 多 ・大 ・風 ・低 ～亜 高

エ ゾ ア カ バ ナ 多 ・中 ・風 ・亜 高

ア レチ マ ツ ヨイ グ サ(メ マ ツ ヨ イ グサ)*多 ・中 ・風 ・

低 ～亜 高

ウ コ ギ科

ウ ド 多 ・大 ・動 ・低 ～亜 高

セ リ科

チ ドメ グ サ 多 ・小 ・風/動 ・低 ～ 亜 高

ヤ ブ ニ ン ジ ン(ナ ガ ジ ラ ミ)多 ・中 ・動 ・低

エ ゾ ニ ュ ウ 多 ・大 ・風/動 ・低

エ ゾ ノ ヨ ロ イ グサ 多 ・大 ・風/動 ・低

ミズ キ科

多 ・小 ・動 ・亜 高 ～ 高ゴゼンタチバナ

合弁花亜綱

イチヤクソウ科

オオウメガサ ソウ

コイチヤクソウ

サクラソウ科

ッマ トリソウ

クサレダマ

リン ドウ科

ハナイカ リ

ツル リンドウ

エゾ リンドウ

シソ科

エゾタツナ ミソウ

多 ・小 ・風 ・亜 高

多 ・小 ・風 ・亜 高

多 ・小 ・風 ・亜 高 ～ 高

多 ・中 ・風 ・低 ～ 亜 高

高

高

亜

亜

高

・

～

～

風

低

低

　

　

　

小

動

風

●

●

●

二

つ

中

/

・

・

一

多

多

多 ・中 ・風 ・低 ～ 亜 高

ヤ マ ハ ッ カ

ナ ギ ナ タ コ ウ ジ ュ

イ ヌ ゴマ

ミヤ マ トウバ ナ

ナ ス科

ヤ マ ホ ロ シ 多 ・中 ・動 ・低

オ オ バ コ科

オ オ バ コ**

ヘ ラ オ オ バ コ*

ア カ ネ科

エ ゾ ノ ヨ ッバ ム グ ラ

キバ ナ ノカ ワ ラマ ツ バ

クル マ バ ソ ウ

オ ミナ エ シ科

オ ミナ エ シ 多 ・大 ・風 ・低

多 ・中 ・風 ・低 ～ 亜 高

一 ・中 ・風 ・低

多 ・中 ・風 ・低 ～ 亜 高

多 ・中 ・動 ・低

多 ・小 ・動 ・低 ～亜 高

多 ・小 ・動 ・低 ～亜 高

多 ・小 ・動 ・低 ～ 亜 高

多 ・中 ・動 ・低

多 ・小 ・動 ・低 ～ 亜 高
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`

Campanulaceae

P6η6α ゆ αoα7ηosαHoOK.

/146η ρρ1zo名召 〃ゆ勿 〃αvar.ブ 砂o痂6αHARA

Compositae

/10痂 〃6αsゴろ〃ゴooLEDEB.

ノ1,sめ 〃ゴ6αLEDEB.

ノ1.〃z〃 のわ〃π〃zLINN.

∬ ゴ6ηzoJz4〃zz4〃zわ6〃o1〃〃zLINN.

H2z4η η読z6π〃zLINN.

・4ηごψ乃o∠ゑ5吻 α㎎07露 π660var.oη9〃 漉07NAKAI

E吻 読07伽 〃26ぬ 勿6π ∫6var.∫06ぬ α〃iη6πε6KITAM.

E.ovars勿 ψ 」ガo⑳〃π〃zKITAM.

So〃o物90z厚 ㎎ αz4名60subsp.♂ ♂oαz厚)乙zHuLT苞N

E7忽6zoη αηz4πsPERS.*

E.6π1η α(ノ6πsガsLINN.

ノ1∫渉67gZ6伽z〃FR.SCHM.

P6彪s舵sカ ρo痂oπsvar.8忽o窺6πsHORT.

S6η60ガoooη ηα∂荻)Z脇sLEss.

CαooZ毎 αz〃Jo〃認 αvar.々 ごzzηおo砒z〃6αMATSUM.

C、 勿5如 如subsp.07ゴ6忽o〃sKITAM.

C乃 ηs翻 η'舵 〃zπ〃2∠6πo〃窺 舵 〃2π〃2LINN.*

ノ1π6〃zゑεゑ6z〃20η劾ηoPAMPAN.

/1.ノ 砂 α厩60THUNB.

Cゴ欝ガz〃z々α〃z孟∫o翫zあ6z4〃zLEDEB.

C!)661勿6♂ ♂%〃2A.GRAY

C,捌 匁αz召TENORE

β紹6αs6'o∫ 勿〃2KITAM.

κ 妙oc勿67Jsπz漉 αz彪LINN*

翫7ゴs肋 名如o醜8var.9∠ α魏s66ηsOHWI

勉zα καo勿〃zρ加 ヒ勿 認6WEBER*

Sα η6ぬπs∂ 名α6海yo'ゴsDC.

」Lα6'πoα観446α 襯var.6Zα 彪KITAM.

Monocotyledoneae

Gramineae

1セ∫!πω7勿 ろηLINN.*

E6♂ 認 ゴ07LINN.

莇z幽 〃z20槻'飢s6LINN.*

/1gzo∫'ゑ ∫ α」∂αLINN.*

.乙o∠伽 初1)6名 αηアz6LINN.

キ キ ョウ科

タ ニ ギ キ ョウ

ツ リガ ネニ ン ジ ン

キ ク科

ノ コ ギ リソ ウ

エ ゾ ノ コ ギ リソ ウ

ヤ ナ ギ タ ン ポ ポ

コウ リン タ ンポ ポ*

ヤ マ ハ ハ コ

ヨ ツ バ ヒ ヨ ド リ

ヒ ヨ ド リバ ナ

多 ・小 ・動 ・低

多 ・大 ・風/動 ・低 ～亜 高

ミヤ マ ア キ ノ キ リ ン ソ ウ(コ ガ ネ ギ ク)

低 ～高

ヒ メ ジ ョオ ン*二 ・中 ・風 ・低 ～亜 高

ヒメ ム カ シ ヨ モ ギ*二 ・中 ・風 ・低 ～亜 高

エ ゾ ゴマ ナ 多 ・大 ・風 ・低 ～亜 高

ア キ タブ キ(オ オ ブ キ)多 ・大 ・風 ・低 ～亜 高

ハ ン ゴ ン ソ ウ

ミ ミ コウ モ リ

ヨ ブ ス マ ソ ウ

フ ラ ンス ギ'ク*

オ オ ヨモ ギ

オ トコ ヨモ ギ

　風●

高

高

中

亜

亜

低

・

～

～

・
高

高

高

多

低

低

動

亜

亜

高

亜

・

・
/

～

～

～

～

ー

動

動

風

低

低

低

低

低

ク

/

/

・

・

・

…

ギ

風

風

中

風

風

風

風

風

ネ

・

・

・

・

・

…

ガ

中

中

多

中

小

中

大

中

コ(

●

●

●

●

●

●

●

多

多

*

多

多

多

多

多

ウ

チ シ マ ア ザ ミ(エ ゾ ア ザ ミ)

エ ゾ ノ サ ワア ザ ミ

ア メ リカ オ ニ ア ザ ミ*

エ ゾ ノ キ ッ ネ ア ザ ミ

タ ン ポ ポ モ ドキ(ブ タナ)*

コウゾ リナ

セイヨウタンポポ*

ハチジ ョウナ

ヤマニガナ

単子葉植物綱

イネ科

高～低

高

高

・

亜

亜

動

高

高

～

～

/

亜

亜

低

低

低

風

～

～

・

…

…

/

/

/

・

●

●

●

●

●

●

大

中

大

中

大

中

ー

●

●

●

●

●

●

こ

、

低

低

低

動

動

動

大

低

・

　

風

風

風

風

風

風

多

風●大　

多

多

多

多

多

多

ザ

多

高亜

高

～

亜

低

高

高

高

～

・
亜

亜

亜

低

風

～

～

～

低

・
低

低

低

低

楓
鷹

厨
慰

厨

大

・

多

・

…

・
大

中

小

中

中

多

・
ア

・

…

多

ナ

多

多

多

二

オ オ ウ シ ノケ グサ(レ ッ ドフ ェス ク)*多 ・中 ・風/動

・低 ～亜 高

ヒ ロハ ノ ウ シ ノ ケ グ サ(ト ー ル フ ェス ク)*多 ・大 ・風

/動 ・低 ～亜 高

オ オ ア ワ ガ エ リ(チ モ シー)*多 ・中 ・風/動 ・低 ～

亜 高

コ ヌ カ グ サ(レ ッ ド トップ)*多 ・中 ・風 ・低 ～亜 高

ホ ソ ム ギ(ペ レニ アル ライ グ ラ ス)*多 ・中 ・風/動

・低
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E漉 勿06配oπ67雄gα 〃ゴvar.加 〃　6忽 α660TRIN.**ヒ エ**一 ・中 ・動 ・低

ω ∠o〃20gzos漉 ♂侃gε40励 》TRIN.イ ワ ノ ガ リヤ ス 多 ・中 ・風/動 ・低 ～ 高

Cπ7鰯 漉 欄060ROTHノ ガ リヤ ス 多 ・大 ・風/動 ・低

Cの 忽6ガ05ROTHヤ マ ア ワ 多 ・大 ・風/動 ・低 ～ 亜 高

Dα の ノ傭g∠o〃z6剛 πLINN・*カ モ ガ ヤ(オ ー チ ャ ー ド グ ラ ス)*多 ・中 ・風/動 ・低

～ 亜 高

.P厩 ρ剛6競sLINN・*ナ ガ パ グ サ(ケ ン タ ッ キ ー ブ ル ー グ ラ ス)*多 ・中 ・風

/動 ・低 ～ 一亜 高

S6彪7勿zノ 〃24露BEAuv.**

S.9∠ απ6αBEAuv.**

ル 跳6伽'伽ss勿6ηsゑ ∫ANDERss.**

E4卿2π ∫ 〃20〃sTRINIus

Cyperaceae

Cα 名6冗sα6ぬ α〃η6ηsゑ∫FR.SCHM.

C.SPP.

Commelinaceae

Co〃2〃26Z勿 αoo〃z〃zπ ηガsLINN.**

Juncaceae

伽 ηo勿 ∫ 顔 πεπεvar.466ゆ26η εBUCHEN

Liliaceae

R)なgoη 認 π〃z乃 π〃〃6FISCHER

.乙〃 π〃2〃206〃 痂 π〃zsπ ろ母).4αzノ π万6%挽HARA**

(Planted)

ノL幼αη9πs(励 ヒ勿o〃3LINN.*

S'吻'ρ ρπ8ε〃の'ρρoゴ46sFRYEetRIGG

.M伽 窺 舵7η π初 翻 磁'%初NELs.etMAcBR.

勘 万s'4勉1)々y〃 αA.GRAY

Iridaceae

〃 ゴεs6'o∫πPALL.**

Orchidaceae

S加 η η漉6ss勿6η ∫ゑsAMES

」PZ認ごzη漉6ηzρ ρ冗y(万oJゴ6sFR.SCHM.

Orchidaceaeapp.

ゴ ンゲ ンス ゲ

ス ゲ属 の 数 種

ッユ クサ 科

ツユ クサ**

イ グサ科

イ(ト ウ シ ン ソ ウ)

ユ リ科

ヒ メイ ズ イ

エ ゾ ス カ シユ リ

エ ノ コ ロ グサ**一 ・中 ・動/風 ・低

キ ンエ ノ コ ロ**一 ・中 ・動/風 ・低

スス キ(カ ヤ 、 オ バ ナ)多 ・大 ・風 ・低 ～亜 高

ハ マ ニ ンニ ク(テ ンキ グサ)**多 ・中 ・動 ・低

カ ヤ ツ リグサ 科
一一.星一▲

多 ・小 ・動 ・低 ～ 局

多 ・小/中 ・動/風 ・低 ～高

一 ・小 ・動 ・低

多 ・小 ・動 ・低 ～亜 高

(植)**

ア ス パ ラ ガ ス*

ヒ メ タケ シマ ラ ン

マ イ ヅ ル ソ ウ

ッ クバ ネ ソ ウ

ア ヤ メ科

ヒ オ ウ ギ ア ヤ メ**

ラ ン科

ネ ジバ ナ

キ ソ チ ド リ

ラ ン科 の 数 種

多 ・小 ・動 ・亜 高

多 ・中 ・風 ・低 ～ 亜 高

ー

高

高

地

～
亜

廃

高

高

～

農

亜

亜

低

(

●

●

●

翁
刀

翁
刀

も
刀

右
刀

孟
峯

壬
聖

工
由
≠

王
里

●

●

●

●

大

小

小

小

●

●

●

●

多

多

多

多

多 ・中 ・風/動 ・低

高亜～低

高

・

低

亜

風

●

●

●

風

風

中

・

・

/

、

、

、

「
」
1
▼

重
l
ー
り

ー
哩I
J

ノ

ノ

ノ

●

●

●

多

多

多

Pteridophyta

Equisetopsida

Equisetaceae .

五々忽s4π 〃2海y6〃2α ∠6LINN.

Lycopsida

Lycopodiaceae

乙夕6ρρoゴ伽 初s67剛 π辮var.漉 娚 ろ醐9〃MAKINO

乙.oろs6π7π 〃2LINN.

乙.∂Zπ襯'π 〃zvar.π ψゾ)o痂6π〃2NAKAI

乙.oo〃 ψ∠πη認 π〃2LINN.

シ ダ植 物 門

トクサ 綱

トク サ科

トクサ 多 ・中 ・風 ・低

ヒ カゲ ノ カ ズ ラ綱

ヒ カ ゲ ノカ ズ ラ科

ホ ソバ トウ ゲ シバ 多 ・小 ・風 ・低 ～高

マ ン ネ ンス ギ 多 ・小 ・風 ・低 ～ 高

ヒ カ ゲ ノカ ズ ラ 多 ・小 ・風 ・低 ～高

ア ス ヒカ ズ ラ 多 ・小 ・風 ・亜 高 ～ 高
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」L.αηηo'勿 π7ηLINN.ス ギ'カ ズ ラ

Pteropsidaシ ダ綱

Osmundaceaeゼ ン マ イ 科

08〃 　観40α εZ擁oαOHWIヤ マ ド リゼ ン マ イ

Pteridaceaeワ ラ ビ 科

P'6万d勧 η2ασ脇 〃ηπ〃zvar.彪 π々sc%伽 初UNDERW.ワ ラ ビ

Plagiogyriaceae

」PZoρ㎎ 夕7勿 〃2認5蹴 脇 塑翻η2MAKINO

Aspidiaceae

R勿 〃zoぬ7π 〃2痂Z6αCHING

Dη 曜 薦 螂 伽6αWOYNAR

D.67π ∬〃加zoηzαNAKI

乙α∫ケ侃'加 砂ρオ67JsBORY

M〃 舵 π66勿 ε〃z4!伽ρρ!67」3TODARO

PteropsidaspP.

キジノオシダ科

ヤマ ソテツ

オシダ科

シノブカグマ

シラネワラビ

オシダ

ヒメシダ

クサソテツ

シダ類の数種

多 ・小 ・風 ・亜 高 ～ 高

鵬低厨レ4多

高亜～低●風●大●多

高亜●風h↓多

高

古
同

古
同

古
同

～

亜

亜

壷

低

～

高

～

～

・

低

亜

低

低

低

風

●

●

●

●

●

●

風

風

風

風

風

中

・

・

…

/

中

中

大

小

中

小

●

●

●

●

●

●

多

多

多

多

多

多

以 上 を整 理 す る と、 木 本 は79種(+2変 種)で

あ る。 これ ら を生 活 形 ・た ね 散 布 ・垂 直 分 布 な ど

で 区 分 す る と、 次 の よ うに な る。

生活形/常 緑 性14種

略 葉性65

/裸子植物(針 葉樹)6種

工被一一f植井勿73

(構 難(広葉樹)71)

暖1木:1種
小低木6

、つ る性木本7　 礪酒i種

垂直∴難
灘〆

'叫高 山帯5

覗 高 山帯 ～ 高 山 帯10

溶 山帯2

/自 生76種

噸 栽3

また 、 草 本 に つ い て は、 未 だ 観 察 力 や 同 定 力 が

及 ば な い種 もか な りあ る で あ ろ うが 、 、 一一一・応 、153

種(+1変 種)+が 認 め られ た。 こ れ らを生 活 形 ・

た ね散 布 ・乖 直 分 布 な どで 区 分 す る と、 次 の よ う

に な る。

聯 仁篇
生響

i
二/多.年 生1

多年 生13!十

大 型

f
29'種

中 型73十

鳳 草湾+
一種子植物

/
双子葉類

たね散布/風
'し

醐 布/

138種+

109種

靴 麹1種)
単ド了・1葉…委頁29+

シ ダ植 物15+

79種+

風/動 物34+

動 物40

低 山 帯

低 山 帯 ～亜 高ln帯

低ll」帯 ～ 高 山帯

亜 高 山 帯

亜 高ll」帯 ～ 高 山 帯・

高Lh'帯

50種+

74十

10十

12十

7

0

一一一31一
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自生109種+

↑
非現地20

帰化24

小 考 察
ム

植物の種数

道路が建設される前 までは、本調査地の植物の

種数はかな り少なかった、と推測 される。つ まり、

針広混交林の高木層、低木層、ササ層お よび林床

層を構成する木本 と草本だけが生育 していた、と

考えられる。草本の多 くは林床に生育する耐陰性

の ものであって、陽性の ものは自然の崩壊地 ・風

倒跡地、渓流沿いなどに限定されるか らである。

木本については、植栽 されたもの(カ ラマツほ

か2種)を 除 くと、残 りの76種 が自生(現 地性)

の もの と考えられる。

草本については、帰化植物(16%)お よび非現

地性のもの(12%)が28%を 占める。 しかも、道

路建設が もたらしたと推定される現地性の陽性の

もの(10%強)を 加えると、人為に由来する草本

の比率は、40%ほ どに もなって しまう。
「他所 もの」草本の問題

上述の人為による草本の導入(な いし侵入)と

定着は、道路法面が放置されるなら、やがて…部

の大型多年生草本だけが残存 して、現地に自生の

木本 ・草本にとって代 られるであろう。 しか し、

その一部の中のまた一部は、旺盛に生育 して、元

植生の回復を阻害 しつづけるか もしれない。

また、道路法面の維持管理が継続 されるなら、

草刈 り、施肥、再芝張 りなどによって、「他所 もの」

草本は繁茂 しつづ け、 しかも、さらに新 しい種が

侵入 して くることも考えられる。 「他所 もの」草

本は、国立公園の景観にマイナスで もある。

林縁帯の造成

道路に分断 された森林植生は、回復 に長い歳月

を必要 とするのであるが、その推移は図4の よう

に予測される。知床横断道路の現状は、下部では

図4のIIとIIIの 間あた りにある、 とみ られ る。

この新 しい林縁帯の形成は、ダケカンバ主体で

あるが、他の高木 ・低木種やササ類 も加わってい

て、 「他所 もの」植物 を駆逐 しつつある。外来草

本の根系に比較 して、木本やササの根系はより大

きい、 より永続性のある土壌緊縛力をもつ し、自

生の植物による自然の修景緑化であるから、景観

1

ノ 　フく へ　

.ノ1へ(朔呪 一
ハ"フ'/α1、M、

1川 、 ノlM一 みρIl

＼‡鱗凝 輪車尉

皿

森禰生L一 」

ロげ ノ 　　　

価ill←㌔ 諦
h乙 十叫 工
1●1

皿

斜 植生の乱れ ト_一 昌 轡(芝 張り)

＼
、

__一 一 一 一 一 『 一 一 一 『 、 、 一一 一'
旧林冠

、

,

ノ

〈一一枯損化
新 しい林縁帯

'一}〉!

1
の形成 ノ

＼

森禰 生の復元化]法 騨 騰 干渉による)

図4.道 路建設にともなう森林植生の推移(予

測)

1.森 林の伐採、II.道 路建設 と道路両側

の高木層の衰退、III.新 しい林縁帯の形成

と高木層衰退の緩和

上 もきわめて好ましいといえる。

天然侵入が不十分な場所では、積極的に林縁帯

を造成 していくことが望 まれる。

排雪の影響

この山岳道路は、1984/85年 までは冬季間に閉

鎖 されていたが、近 い将来、通年使用 も検討され

る、 といわれる。その場合には、保温 ・保湿効果

が失われることによる、路面近 くの法面植生の衰

退が考えられ る。 また、大量の排雪が路側 に投げ

られることによる、雪の沈降圧および帯状の雪田

形成(生 長期間の短縮)が 新 しく形成されつっあ

る林縁帯を損ねるであろう、と予想 される。

1.

2.

3.

要 約

知 床 横 断 道 路(岩 尾 別 分 岐 点 ～ 知 床 峠 間、10

.384km)沿 い に観 察 され た植 物 は 、 木 本 が79

種 、 草 本 が153種+、 合 計232種+で あ っ た。

木 本 に つ い て は.落 葉 広 葉 樹 が 主 体 で あ る。

針 葉 樹 で は、 下 部 ～ 中部 で ト ドマ ツが 、 上 部

で ハ イマ ツが 優 占す る。 標 高 が 高 ま る と、種

数 が 急 減 す る。

草 本 に つ い て は 、道 路 法 面 緑 化]二(主 と して 、

芝 張 り)に 由 来 して 、 帰 化 植 物 が24種(帰 化
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率16%)、 非現地性の植物が20種(12%)観 察

された。人為がもた らした 「他所 もの」植物

の比率は、28%に もなる。

4.道 路法面植生の維持管理(草 刈 り、施肥など)

が継続 されるなら、外来牧草 を主体 とした 「

他所 もの」の多年生植物が生育 しつづけるで

あろう。

5.木 本の天然侵入が林縁部や道路法面に観察さ

れ、一部では新 しい林縁帯が形成されて、道

路沿いの森林の衰退 を緩和 しつつある。

6.道 路建設による影響 を小さくするために、高

木 ・低木 ・ササの侵入と林縁帯の形成 とを助

長する必要がある。 また、 「他所 もの」章本

を、可能な限り、用いない法面植生工を開発 し

て、現地の植生を乱 さない工夫が望 まれる。
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Summary

TheShiretokoRoad(Route334)wasconstructedin1963to1980(Figs.1,2,Photo.1).

1。Numbersofspeciesobservedalongtheroadwere79inwoodyplants,153十inherbsandgrasses,

and232十intotal.

2.Forestsalongtheroadarecomposedofdeciduousbroad-leavedtreesandshrubsandTodo-firat

lowtosubalpinezones.AtalpinezoneJapanesestonepineformsthickets.

3.Naturalizedherbsandgrasses,plantedforsoi1-waterconservationonslopesoftheroad,have

disturbedthevegetationofnativeones.

4.Woodyplants,invadedtoforestmarginsandslopesoftheroad,areestablishingnewmarginal

forestbelts(Figs.3,4).

一34一


